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特集／遭遇の機会が増えた IPMN/膵囊胞 ― 現状と課題

巻 頭 言：粘液産生膵癌から IPMN へ―疾患概念の提唱と変遷がもたらしたもの
 成田記念病院消化器内科　山雄　健次 　
 1 ．IPMN の基礎知識
　（1）IPMN の疫学と分類 埼玉医科大学総合医療センター消化器・肝臓内科　松原　三郎 　
　（2）IPMN の病理 自治医科大学医学部附属病院病理診断部　池田恵理子，福嶋　敬宜 　
 2 ．IPMN/膵囊胞の診療
　（1）国際診療ガイドラインによる診断とサーベイランスの現状と問題点
 九州大学大学院臨床・腫瘍外科　渡邉　雄介，大塚　隆生 　
　（2）IPMN/膵囊胞に対する US の工夫と最大活用法
 大阪国際がんセンター検診部消化器検診科　蘆田　玲子 　
　（3）IPMN/膵囊胞の CT，MRI 診断 九州大学病院放射線科　石神　康生 　
　（4）IPMN/膵囊胞に対する EUS の役割―IPMC と通常型膵癌の診断
 近畿大学医学部附属病院消化器内科　鎌田　　研 　
　（5）ERCP による IPMN の悪性度診断
 仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科　越田　真介 　
　（6）国内外における EUS‒FNA の現状と囊胞液解析を絡めた診断の展望
 愛知県がんセンター中央病院消化器内科　桑原　崇通 　
　（7）IPMN の外科的治療 和歌山県立医科大学第 2外科　廣野　誠子 　
　（8）膵疾患診療における膵臓専門医との連携 JA 尾道総合病院消化器内科　花田　敬士 　
　（9）小膵囊胞の観察法 がん研究会有明病院肝胆膵内科　笹平　直樹 　
　（10）IPMN/膵囊胞はいつまで観察が必要か？
 東京大学医学部附属病院消化器内科　大山　博生 　

［連　載］
●検査値の読み方 北里大学医学部消化器内科学　魚嶋　晴紀 他
●内視鏡の読み方 がん研有明病院下部消化管内科　斎藤　彰一 　
●薬の知識 東京慈恵会医科大学内科学講座消化器・肝臓内科　猿田　雅之 　
● Dr. 平澤の上部消化管内視鏡教室―この症例にチャレンジしてください
 がん研有明病院消化器内科　平澤　俊明 他

 （編集の都合により掲載内容が若干変更になることがあります）

◎ Vol.　3₄ （既刊は○）
No. ①　 血流障害と消化管疾患
No. ②　 胆囊癌診療の現況
No. ③　 CT colonography 2019　―　今日まで

の進歩と現状，そして大腸がん検診
への展開

No. ④　 肥満と消化器
No. ⑤　 肝と免疫 2019
No. ⑥　 リンチ症候群と遺伝性消化管ポリ

ポーシス

No. ⑦　 炎症性腸疾患診療の update 
―　診断・治療の最新知見〔増刊号〕

No. ⑧　 腹膜炎・腹水に対する診療の進歩
No. ⑨　 大腸ポリープ取り扱いのUp to Date
No. ⑩　 消化器ステント留置
No. ⑪　 胃癌診療 2019　―　現状と課題
No. 12　 遭遇の機会が増えたIPMN/膵囊胞 

―　現状と課題
No. 13　 慢性胃炎を再考する
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